
1準準葛姦義=|
|■■■■■ギ■■j

はじめ奇病だといわれ■ね=

病急者の指先 (黒部市で

カ ドミウム汚染地区の日んぼ。

せ っか く植 えた苗 だが、 51つこ

抜 いた (黒部市石 田同)

静
一！一丸
警
一

有毒スモッグで青空のない都市に
一一。

モ管 をやられ、ぜん息状にせ き込み、苦 し

ヽもだえ死んだ人 も多い (四日市で)



が挽選麟

欝驀欝輩韓善it毛

準
=

と

を
■
で主
日
↓掛竜
一
が狂いそう./

家の屋根すれすれにジェッ ト機が離着陸する。騒吉

=_ うヽより轟音で気 もくるいそうな毎 日だ。調査班 も

き'こが、なにもで きない



軍=郷騨醇lt

志轟

費用 もバカにならない食品検査

(愛知県の衛生試験場で)

■ 二よ く使 われている樹

ど泰 とを検 だ とい う (塩

ニール製 の もの )

十ト

■i:|や―

４
一
　

一一
　

コ

遠

　

・ｉ
　

モ
一

位

ウ

つ た 高 速

≡

咋

く

　

る

つ
　

す

！
！　

　

に
　

例

議モゑ■率

へ



一津
す

ことサ
リ
ド

マ
イ

ド

児

は

生
き

る

鶴 喚
t l‐・

ヽ

=ン
111111111!|||ン



奪

I―

| |→中ヨ菌白日宮口白白白曽寓趨ab高古宮と

日本 は麻薬天国 とか。運悪 く 予々 P

された LSD (左 )と 大麻 (右 |

←ン‐万円の土地 .家 賃ナン万円

垣宅 そ して GN P世 界第三位

= を 者スラムがあるのだろう ?

シンナー遊 びはなぜ流行する。夢 も

チポウもないから、せめて夢心地……

(東京新宿の盛 り場で) ＼

ノ



／
‐
ｔ 野放 しの精神異常者 が町 にウ ヨウヨ ひ =

びオ リに入 れ られるとケモ /の 世界 が 言 =

れた精神病 院 も多い (足もとの黒 い穴 と長 二
=■

五
■
Ｅ
▼
玉ン

孝
議

成人病 で も高位 を占め る′b臓 病 の死亡率

ガ ン制圧 に近代的 な兵器 が…
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( 1 )発 病 の し くみ

食物 の 中の糖 質 は、血 滋 の 中 で主 にブ ドウ

糖 とな り全 身 に お くられ る。 この ブ ドウ糖 は、

胃の う ら側 に あ るす い臓 か ' )分泌 され る イ ン

シ ユリン と世子マSギホル モ ンに よ つて 、酸 化 され

また、 ク リコー ゲ ンや 1旨8方にか え らオして筋 肉

や 肝臓 に た くわ え られ 、 ,舌動 に必要 なエ ネル

ギ ーにか え られ るわ け で あ る。

ところが 、糖 尿病 の場 合 は 、 こ の イン シ ユ

リンの分 泌 が少 な くな るため 、血 液 中の ブ ド

ウ糖 (血糖 )が 利 用 され た り、処 理 され た り

しない ため 、血 液 中 に ブ ドウ糖 が た ま り、 そ

の 濃度 が高 ま り、 その程 度 が強 くな る と、 詩

臓 を通 つて尿 の 中 に ブ ドウ糖 が排 出 され る よ

うに な る。 す なわ ち、わ ″Lわ れ の i舌動 に′Z、要

な エ ネル ギー の も とで あ るブ ドウ糖 が 、体 内

で利用 され ず尿 の 中 に出 て しま うため に 、体

が だ る くな り、元 気 もな くな るわ け で あ る。

また、 腎臓 か ら尿 の 中 に ブ ドウ糖 を排 出 す る

ため に は、 ブ ドウ糖 を うす め るため の水分 が

必要 で あ るの で 、床 量 がム、え、体 内 の水分 が

不 足 す るの で 、の どが かわ き、 多量 に水 を飲

む よ うに な る。

の  症 状 と合 併

糖尿 病 の症 状 に は い ろ い ろ あ るが 、主 にみ

られ るの は、体重 減 少 (中年 後 に発病 す る も

の で は初 期 に肥満 す る こ と もあ る )の どの か

わ き、 多尿 、 か ゆみ 、化 膿 しや す い。俗 怠 感 、

多食
′性欲 の ,成退 な どで あ るが 、 こ ″しらの埼到大

が f「I故 お こ るか は一 部 発病 の し く み
~と
1

で の べ た とお りで あ る。

また 、 イ)イ井塙こと し て rよ、 号出再こ中 、 二 ltt

腎 臓 病 、税 力 障 害 、 感 染 症 寺 の疾 ど i t l

て い る。 糖 尿 病 を放 置 した場 合 、 二 ,

併 症 に よ つて死 亡 す る場 合 が 多 い

(3 ) i遺 伝 との 関 係

糖 尿 病 の 発病 の し くみ は 、 前 に メ ′、
夕:

りで あ るが 、 そ の正 確 な 原 因 に
~l tて 〔_

で も まだ わ か つて い な い。 し か し、と =

素 因 に関 係 が あ る こ とは い ろ い ろ な■ lt : ~

らか に さ ″して い る。 す な わ ち 、糖 17 1 i■
~

は 、 劣 性 遺 伝 、優 性 遺 伝 、 多遺 伝 F l t  i

説 が あ り、 まだ 明 らか で な い が 、 n[ |ま=

尿 病 の あ る もの とな い もの で は 、 ま)を 【

方 に糖 尿 病 の 発 生 頻 度 が 高 く、 また 、 t,

け の も の 1こ1ヒベ
'ご
¬町亮見と も 打吾'点折考↓■ t

に そ の 発 生 率 が 高 く、 一 卵 性 の 双
アli  tイ

が 糖 尿 病 に な る と、 間 もな く も う ‐ l t…

病 に な る こ とな どが知 られ て い る  こ  、

に糖 尿病 が遺 伝 と関 係 の あ る こ と|ま二 【

い の な い と こ ろ で あ ろ う。

厚 生 省 で毎 年 実 施 して い る国 民 健 技 ―fi  t

よ る世 帯 の 申告 か ら得 た情 報 に よ る と

四 十年 の 糖 尿 病 の 有 病 率 (人 r i  Tヤt  i

八 で あ つた もの が 四 |‐四 年 に は一‐, 三 |

して お り、性 別 に は 男 子 の 方 が女 j i  t  t

か に高 くな つて い る。

宅言病の死亡数,死 亡率,百 分率 (1966年)
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糖尿病 とわかった ら……

迪 切 な健康 管理 が大切

fi二右気を予防するためには、病気の成
■号 i き ↓)つかみ、その成因に対する対策
″iiる ことにある。しかし、糖尿病につい
‐
: 奄 1埼のしくみはわか つているが、その
‐、二つ、、ては遺伝的素囚の他は充分明らか
″
. て ャヽない。
十シ、精灰病は、運動、精神安定、食事

モ点を雄本とし、さらに薬物療法の治療を行
_二 と|二より、病気をコントロールし、許
~を
範問の生活環境の中で、普通の人と殆

そ を,ラない生i舌ができることが知 らオしてtヽ

ど と ころが、糖尿病を知 らずに過 している

千動力がにぶり、前にのべたようないろ
‐
■食病をおこし、ついには早死をすると

=来 を招 くものである。従 つて、早期に

'ネ=・Jを発見 し、適切は健康管理を行なうこ

こ=り、余病 を防ぎ、殆んど普通の人と同

|千 を送 りながら寿命をまつとうすること

,=と る。

そ ■ためには、中年以上の人は、あらゆる

実riを千J用して検査をうけ、糖尿病の早期発

ti考 める必要がある。

1,,に また、糖尿病のような慢性的な経過
′
ダ,、しかもコントロールにより軽快はす

:i、 完全に治療することのない疾病を予防

し、治療 していくためには、自分の健康は自

らがまもり、なおしてめくのだという強い意

志 と努力が必要である。この週間を機会に健

康に対する強い意欲をみんなでもつよう努め

る必要がある。

ある程度病状が進むと症状からも糖尿病 と

わかる場合もあるが、糖尿病を確実に診断す

るためには、尿の中のブドウ糖 と、血液の中
のブドウ糖 とを検査することが必要であるの

で、糖尿病 を発見するためにはこれらの検査

が必要である。

主 治 医 を きめ て相 談

以上の様な手順で糖尿病あるいは糖尿病の

うたがいがあるとわか つたら、 ど うしたらよ
いか。糖尿病 といつてもつねに、尿糖がでる

とも限らないし、いつも一定の安定 した病状

と限らない。従 つて、充分な検杢 と健康管理

をしてくれる主治医をきめて以下のべること

をよく本目言炎する″必要がある。
ほかの病気 とちが つて糖尿病の場合は、病気

を治療するのに医者や薬も必要ではあるが、

大切なことは息者自身の意志である。

糖尿病の治療生活をながくつづけてめくこ

とは、けつしてなまやさしいことではないが

強い自制フじヽと営悟が必要になる。食事療法の

意味と、運動の必要性をよく理解 し、根気よ

く実行することである。勿論、風邪や下痢 と

かいうような一時的な病気ではなく、また1埼

気というよりも、むしろ体質的な一つの状態

と考えた方が適当である。体質をかえること

はできないが、体質にあわせた生活をすれ|ま

病的な状態から健康な状態へぬけだして生活

を送ることができる。近代医学のおかげで病

気をコントロールできるようになつたので、

今日では糖尿病は決してこわい病気ではない、

このさい、むきになつて糖尿病 を退治してし

まおうとしないで、 「これからの人生は糖尿

病 と二人三卿でおくるのだ。」と覚悟 をさだ

め、周到な生活設計をたてること力も必要 とな

る。

糖尿病の治療は食事療法と運動療法が主体

となる。内服薬やインシユリンと射による化

学療法がこれにつけ加えて行われる。なかで

もとくに大切なのは食事療法 といえよう。ど

んなものをどのくらいたべてどのくらいから

だをうごかせばよいかを知 り、それを確実に

実行するだけで非常に多くの人の糖尿病がよ

くなるといわれる。現に病院を訪れる患者の

およそ半分は適切な食事 と運動で普通の人の

ような生活をしている。この場合家庭の調理

担当者である主婦の理解 と愛情あるはげまし

が必要なことはいうまでもない。

性 ・年齢階級別にみた糖尿病の推計患者数 (単位 千 人)

総 男 0才 1 ～ 4 5-14 15-24 25～ ン 35～44 45～図 〕5～ 64 55-74

昭和40年総数
男
女

41年総数
男
女

42年総数
男
女
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男
女
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‐つ の病 気 が 、一 つ の大 陸 か ら他 の大

注 |二十二播 す る こ とを防止 し、 また全世 界

す,ア、類 が健康 を維持 し増 進 す るため に は 、

IⅢ」際 的 な協 力 が必要 で あ り、 その ため の

ちチサ」が こオしまで数世 ネ己に Hっ て続 け らオL

て きま した。

第 2次 大 戦 が終 る直 前 の 194 6年 6月 に

,と各国 が 「国際連 合」 を組 織 して 、世 界

r,平和 を維持 しよ う とサ ンフ ラ ン シ スコ

て会議 を開 きま した。
'その時 、 ブ ラ ジル

と中国 の代 表 か ら、保 健衛 生 の分 野 で も、

1珂際 的 な常 設機 関 を設 け るべ きだ との意

地が出 され 、全 会 一致 で これ を可 決 い た

とま した。

そ して この案 は、 ロ ン ドンで開 かれ た

第 1回 国際連 合経 済社 会 理 事 会 で も採 り

11げられ 、翌年 6月 19日 か ら 7月 22日 ま

で ニ ュー ヨー クで開 かれ た国際 保 健 会議

で、具 体 的 な問題 力寸目言炎され ま した。

その結 果 、国際連 合 の仕事 の うち保 健

衛生 の分 野 を受 け持 つ専 門機 関 とす る こ

とに な り、機 関 の名称 を世 界保 健機 関 、

ヽヽ′Orld  Health  Organizationi=ワ ー ル

で きるだけ高 V 健ヽ康水準 に5 1きあげ よう

とす る世 界的 な保健機関が生 まれ たので

| 卜 。

続 く6月 に は 、第 1回 の世 界保 健総 会

を開 いて 、今 までの国際 逗 盟 の保 健部 や 、

パ リに あ っ た公 衆待F生国際事 務 局 の保 健

部 の財産 、事 業 等 の引 き継 ぎを行 な い、

WHOの 事 業 計 画 お よび予 算 の採 択 、加

盟 国 の分 担 金害J当等 の事 業 をお し進 め ま

した。 こ う して お月善立 てが整 ってWHO

が その事 業 を開 始 したの は 、 194 8年 9月

1日 か らで あ ります。

世 界保 健 デー は、WHOの 憲 章 が効 力

を発 生 して 、 い わ ば WHOが 誕 生 した

194 8年 4月 7日 を記 念 す る 日で あ り今 年

の 4月 で23年 目 を迎 えたわ け で あ ります。

WHOの 組 織

現在 Vヽ H Oに は、 1 3 1の 国 々が加盟 し、

その本部 をスイスの ジュネー ブに置 いて

います。

内部機関 として世 界保健総会 、執行理

事会お よび本音馬事務用の 3つ があ り、 こ

の他 に世 界の 6地 域 にそれ ぞれ地域委 員

会 と地域事務局か らなる機関 を置 いてい

ます。 これ らの機関 では、つ ぎの ような

イ士事事を しています。

(1)世 界保健総会

加盟 国の代表 で構成 され る立法機関 で、

毎年 1回 (通常 5月 )開 催 され 、WHO

の方針 や計画 を決定 し、予算 を採択 し、

また執行理事会や事務局の上級機関 とし

て そのす旨導監督 に当っています。

(2)執 行理事会

保健総会 が選 出 した24の 理事 国が任 命

した24人 の委員 によって構成 され、保健

総会 が決定 した政策 を実施 し、補 足 して

い く執 行機 関 で、毎 年 2国 会議 を開 い て

い ます。

(3)本 部 事 務 局

本音馬は スイ スジュ ネ
ー ブ にお かれ 、専

門家 や事 務職 員 に よって 、WHOの H々

の事 務 を担 当 し、 またWHOの 報告 書 や

予 算書 を作 成 して理 事 会 に提 出 して い ま

1卜。

(4)地 域 委 員 会 お よび地 域 事 務局

地 域 的 な事 項 に関 す る政 策 を立 て 、地

域 内 のWHO事 業計 画 予 算 を作 成 し、 こ

れ が総 会 で認 め られ る と、 Vヽ H  Oが 各 [ I :

に与 え る技術 援 助 や予 算 が きまるわ け て

す。

その地 域 お よび事 務 局 の所在 地 は、 ヨ

~ロ ンパ地 域 (ヨ ペ ン⌒ 一 ゲ ン)ア フ i

力地 域 (ブ ラザ ー ヴ イル )東 地 中海 地 域

(ア レキサ ン ドリア )東 南 ア ジア地 域

(ニ ュー デ リー )西 大 平 洋地 域 (マ ニ ラ

南 北 ア メ リカ地 域 (ワ シ ン トン)と な っ

て い ます。

(5)専 門 家諸 問部 会 お よび 専 門 家委 員 会

WHO専 門家 諮問部 会 お よび専 門家 委

員会 はWHOの 事 業 を技術 的 に最 も進 ん

だ もの で あ る よ うにす るため 、 また最 も

新 しい研 究 の成 果 に も とず い てWHOか

事 を処 理 し得 るため に公 衆街 生 、医療 、

薬事 の あ らゆ る分 野 につ い て全世 界 の姓

高 権 威 者 を厳選 して網 羅 した もの で あ イサ

て、現 在 44の 部 会 が あ り、 こ の部 会 の イ

ンバ ー は、常 時 に は文 通 で その技術 的 宝:

識 をWHOに 提 供 し、 ま た時 に は その 中

か ら更 に選 出 され て個 々の専 門家 委 員 会

に出席 して討議 を行 な うこ ともあ り、乳

在 約 2,500名 以上 の世 界 の学者 が名前 を

つ らね て い ます。

ド・ヘ ル ス ・オー ガニゼ イション)と 決

め、頭文字 をとってWHO(ダ ブ リュ ・

エ イチ ・オー )と 呼ぶ こ とに し、その理

念、 目的 、機構 、組織 、活動範囲 を規定

したWHO憲 章 が作 り上 げ られ ま した。

そ して この会議 の最終 日に61ヵ 国 が この

憲章 に調 印 したのであ ります。

しか し、 この憲章 は国際運合 に加盟 し

ている26ヵ 国のflヒf佳を了 えては じめて効

力 を発生す るように、憲章 自体 の中で定

めていたので、それが実現 したのは約 2

41後 の 1948年 4月 7日 であ り、 こ の 日に

史上 は じめての世 界各国が一 つの組織 の

下 にその力 を結集 し、世 界中の人 び とを



｀`
‐
HOの 目的 は既 に別項 で述 べ られ て い

を■::(、 「世 界 のす べ ての 人 間 が健康 で あ

を ことと 、世 界 の平 和 と安 全 の基礎 で あ る」
~it神
に基 いて 、国際 的 な視 野 か ら、世

‐ ::す人々が手 を握 って お互 に協 力 し、積

卒 |:j,iノ、類 の健康 を増進 しよ う とい うこ と
''1,ま

す。

子
‐
ため にWHOは 単 に病 気 の予 防 、治

を 1… う様 な小 さな視 野 か らで な く、 人類
~ヽ
二栄な生 活 に関係 の あ るあ らゆ る事 項 、

三十 とてぃ意 味 で は政 治 、経 済 、文 化各 方 面 に

,″ ち 問題 を含め て、人類 の健康福 祉 の た

,ど:=!二 多岐 に亘 る活動 を行 な って い ます。

モ ャ この,舌動 目標 を効 果 白旬に達 成 す るた

r i`=、 WHOの 目的 や考 え方 を、国 民生

“‐
中 |二深 く浸透 させ て育 て て行 か な けれ

を キ 料 う
~〇
〇週 間」の行 事 と同様 に大 地 に

も眼 を下 さず 、 お祭 り行 事 の看 板 倒 れ

るわ け で あ ります。 その ため には政 府
'′
努 力 のみ で は到 底 目的 を達 成 す る こ

■て きず 、 国 民 自 らが こぞ って これ に協
‐
f:る こ とが必 須 の要 件 とな ります。

:i■WHO協 会 は この方 面 の仕事 に協 力

=を 'こめ同 が認 め た唯一 の民 間 団体 と して、

Lヤ :対雑 な仕事 で は あ るが 、 人類 の健康福

A_~二 め に、是 非 や りとげ な けれ ば な らな

手要 な役割 を担 当す る責 務 を有 す る もの

~'',ま
す。

■:1私達 の健康 上 問題 とな る こ とは、次

=:1非 常 に 多岐 に及 んで い ます。 第一 に

音4■ ■ 軟にイ氏下 した出生率 に よ り、比 較 的

1車 i!モ1二日本 の 人 口に 占め る老 人 の害」合 が

子“ i増 加 す る、 即 ち人 口老 令化 問題 。 成

、キ 茉 |二脳卒 中 ・癌 ・フじヽ臓病 に よ る死 亡 の

攻手|、 即 ち疾病 構 造 の変 化。 急 激 な経 済 成

:【 :=っ て起 っ た い ろい ろの歪 、F日ち人 口

夕j■ 柴中 、過密 化 、住宅 難 、公害 、 こ とに

工 場 煤 JN_や自動 車排 気 に よ る大 気 の汚染 、

工 場 廃液 に よ る河 川 の汚濁 、従 って これ に

よ る魚 介 肉の毒 物 や農薬 使 用 に よ る食品 の

有毒 性 問題。 また健康 に直接 関係 は な い に

して も生 命 を脅 かす点 で は局地 戦争 を上 廻

る数 を示 す交 通禍 。 また生 活環 境 の悪 化 と

生 活 構造 の複雑 化 や 人 間疎 外状 況 が精 神不

安 、精 神 障 害 の誘 因 とな る こ と等 、人類 の

肉体 的精 神 的 障 害 を惹起 す る要 因 は、社 会

に満 ちあお、れ て い ます。

これ らの問題 に対 す る対 策 を国 や地 方 自

治体 が あ る程 度 解 決 した と仮 定 して も、 尚

且 つ 国民 のすべ て が健康 に な る もの で は あ

りませ ん。 本 来 、健康 は国民 自 らの手 で守

るべ き もの で あ ります。 こ とにわ が国民 大

衆 の保 健衛 生 、疾病 に対 す る理 解 の貧 困 、

医療 な らび に医 薬 品 に対 す る誤 っ た考 え方

等 は誠 に民度 の低 い状 態 を示 す もの と言 わ

な けれ ば な りませ ん。 こ れ らに対 す る正 し

い知 識 をWHO精 神 を含め て普 及徹 底 す る

こ とは、本協 会 の特 に取上 げね ば な らない

問題 で あ りま しょ う。

またWHOの 専 門的 活動 と して 、国 内及

び国 外 のWHO関 係 機 関 や団体 と連 絡 を密

に し又WHO関 係 の刊 行 物 や資料 を集 め 、

それ らの翻 訳 や 展示 会 を行 わね ば な りませ

ん。 更 に また本協 会 は各 方 面 のす くれ` た専

門家 を集 め い ろい ろの分 野 の専 門委 員会 を

設 置 し、健康 上 有 害 な問題 の解 決 に対 す る

研 究 を行 な い、学 問的 な裏 付 の あ る正 しい

知 識 を国民 生 活 の 中 に惨透 させ 、 あ るい は

またWHOよ り我 が国 に派遣 され た海 外専

門学者 の活動 に協 力 した り、WHO研 修 生

に勉学 上 の便 宜 、援 助 を与 え る等 、政 府機

関 の この方 面 に関係 の あ る事 業 活動 に協 力 、

否 む しろ卒先 して行 な う使 命 を有 す る もの

で あ ります。

一
・　
ｍヤ、
■
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有毒 ガス とたた か う

和歌 山 西脇中三年 玉 置 博 視

ほ くの家 rま、 海す幸か ら 2～300メ ー ト

'レ余 りの ところ に あ ります。

小学 生 の ころ は、弟 や友達 と連 れ だ っ

て、 白 い砂 の上 をか け まわ った り、 波打

ち ぎわ を歩 い て、 貝拾 い も しま した。

夏 rよ、 ヵ ックヾ の群 れ に ま じって ジャブ

ジャブ しぶ き をあ げ て 、波 とたわ む れ た

こ ともあ ります。

松 原 に は、 テ ン トを張 って キ ャ ンプ を

した楽 しい思 い出 もあ ります。

今 に して思 えば、 ほ ん と うに きれ い な

大 気 と、風 景 にめ ぐまれ たす ば ら しい環

境 に あ りま した。

ところが 、 ↓まくが 、 中学校 に は い る こ

ろか ら埋 立 て工 事 が は じま り、見 る見 る

うちに、海 は遠 くへ 消 えて しまい ま した。

この地 に生 まれ育 った母 は、美 しい 自

然 の破壊 を、 ぼ くら以上 に悲 しみ 、少 し

で も海 を残 し、大 気 の 汚染 か らぼ くらの

健康 を守 ろ う と して、地 域 の お母 さん た

ち とい っ しょに住 民運動 に参加 し、必 死

の 反対 運 動 を しま した。

けれ ど、 そのサ頼 い もむ な し く、 そ こに

は大工 場 が建 ち並 び、悪 臭 をは じめ粉 塵 、

騒 音 が 、 ぼ くら を苦 しめ る よ うに な りま

した。

と くに 、 南 風 の 口欠 く 日、 窓 を開 け る こ

とが で き まtん 。 少 しの す き間 か らで も、

卵 の 腐 っ た よ う な悪 臭 が は い り、 夏 な ど、

開 け た ま まで寝 よ う もの な らひ どい 目 に

あ い ます 。

年 令 の 高 い 父 や 、 母 に は 、 と くに こ た

え る ら し く、 鼻 血 が で た り関 節 が 痛 む と

言 つ て 嘆 い て い ます 。

この よ うに 、 有 毒 な ガ ス を、 ど う して

平 気 で 付 近 住 民 の l―に 流 す の で し ょ うか 。

新 聞 や 、 テ レ ビで 、 水 俣 病 や 、 イ タ イ

イ タ イ病 、 あ る い は ゼ ン ツ ク息 者 の 様 子

を知 り、 とて も気 の毒 に思 う と同 時 に 、

こ ん な こ とに な る まで ほ っ て お い た企 業

や 、 関 係 者 に対 して 、情 リカSこ み あ げ て

き ます 。

こ ん な悲 惨 な状 態 rょ、 も う よ そ ご と と

して 聞 い て お れ な くな り ま した。 ぼ く ら

の _Lに も夕J々 とす甲し寄 せ て き ま した。

狭 い 国 土 に 、 多 くの 人 口 をか か え た 日

本 の 公 害 に よ る被 害 は 、 日 ま しに深 亥」さ

を加 え 、 公 害 列 島 に な りつ つ あ ります 。

人間 は 、 食物 な しで五 週 間 、 水 な しで

五 日間 生 き られ るが 、 空 気 な しで は五 分

間 しか生 き らオしな い と言 わ オして い ます が 、

現 在 の よ う に 、 大 気 汚 染 が ひ ど くな っ て

は 、 健 康 な生 活 を送 る こ とは と うて い で

き ませ ん。

され い な空 気 を吸 い 、 清 らか な水 を飲

み 、 美 しい海 や 、 ' 1 1を楽 しむ こ とは 、 す

べ て の 人間 の 権 利 で す 。

そ れ なの に 、 大 自然 の 姿 を無 残 に変 え

た 犯 人 は 、 ―一体 だ 才Lで し ょ う 。

これ まで 、経 済 の 発 展 を よ ろ こ び 、 金

も うけ に な る こ とに 目 を向 け て 、生 活 環

境 が メチ ャ メチ ャ に な って しま う こ とを

忘 れ て い たか らで す。

この企 業優 先 の かげ で、住 民 の健 康 t

押 しつ ぶ され よ う と して い るの です _

経 済 の 発展 は 人間 の ため の もの です

健 康 な 人間 な く して は 人類 の繁 栄 と の ニ

め ませ ん。

最 近 に な って 、 よ うや く、産 業 よ ' , '、

命優 先 の声 が 、 聞 か ″しる よ うに な りに ヨ

界の 公害 防 止意 識 も世 論 に押 され た高 を

りをみせ て い ます が 、現 状 は 、相 変 か ,

ず 、空 を、海 を汚 し続 け て い ます [

こん な状 態 が 、 いつ まで も続 くな ,…=

人類 減亡 の 危機 が 、到 来 す るか も知 ″_=

せ スレ。

公害 は 、 人間 がつ く り出 した社 会 "竹【

害 だ か ら、 人間 に よって防 ぐこ と力十て ヽ

るはず です。

企 業 ・政 治 ・住 民 が一 体 とな って 、

急 に公害 の追放 をや らね ば手 の つ !・=

もな い公害 の まん延 とな るで しょ う よ=!

と して もみ ん なの 力 で防 が ね ば な ′,表 …

/レ。

ぼ くら若 人 も、フじ、に 「人間 尊 重 _f

女「を高 々 とか か げ 、与 え られ た大 il ヤ̀i考

大 切 に守 り、 人間 共 通 の課 題 にな 町タ

あ る公各 に、 勇気 を もって挑 戦 しを
'7

!ゴな りませ ん。

人類 が 末長 く生 き伸 び る ため 、 't′ 7

た 自然 の復 元 に、最 大 の 関′じヽ と、 学 七 ・

tl、うな らば、青 ↓ヽ空 、青 い海 、緑 ブ14〔r

お おわ れ た美 しい地 F求とな り、 そ こ :!

人類 が手 をたず さ え、平弥口で1も室十Ⅲ :

を楽 しめ る 日が 、必 ず訪 れ るにi室… ,

ませ ん。



超 過 密 社 会 と

日本 の 老 人 問 題

日本 国土 は カ リフ ォル ニ ア よ り小 さい。

そ こに一 億 人以上 もの 人間 が い る。 そ の う

え1970を手小コこ1500フ丁、 2000玄 千まで にりがく と

も3000万 人 が上 積 み さオ化る。 現 在 で も37フ丁

平方 キ ロの国 上 の大 部 分 が 山地 で あ るの で 、

耕地 平 方 キ ロ当 りの 人 口は 18 0 0メ、に もな る。

世 界で ず ば抜 け て高 い密 度 社 会 で あ る。 と

ころが 国民総 生 産 額 は世 界 の それの 7%に

1`白る高生 産 をあげ て い るが 、 こ の調 子 で い

くと10年後 の 19 8 0年 に は17～ 20 %の 割 に さ

す)に 急上 昇 す る勢 いで あ る。 これ を国土 に

ひ きあ て る と63 - 7 4倍 の重 み に な る。 この

ように高 度 の産 業 化 がす す ん で い る。 つ ま

り都市 とい う点 に向 か って 人 回は ます ます

鷺中化 して い くの で、 ただ で さ え密 度 の高

・ヽ 人口が超 高密 度 の社 会 をつ くって い くの

が 日本 の超 勢 で あ る。

ところが 、表 で み る よ うに、60歳 以上 の

ア、回が 19 7 0年 に は約 11 0 0万 人 で あ った もの

が、ベ ビー ブー ムの ころ に生 まれ た もの が

を人に な る21世 紀 の初 頭 に rま30 0 0万 人 に も

を増 して 3倍 に もな る。これ は人 口10 0人 中

岳

本

塁

H塁 協

雪 吉 田  寿
三 郎

2 3人 の老 人 をか か え る こ とで あ り、産 業 高

度 化 を早 く行 って老 人問題 に悩 まされ て い

る今 日の英 国 や北 欧 な ど長 寿先 進 国 が 人 口

10 0人 中 18人 の老 人 の割 で あ るの に較 べ て、

は るか に高 い割 合 で あ る。 これ は戦 後 、 い

たず らな人 口政 策 に よって幼 い生 命 をカ ッ

トしその育 成 を無視 して出生率 が低 下 した

ところへ 医学 が進 歩 し、 また生 活 条件 の改

善 な ど も加 わ って平均 寿 命 、生 存率 が急 に

高 ま ったか らで あ る。 とい うの は20数年 前

な らば55歳 の いわ ゆ る定 年 と もなれ ば老弱

が あ らわれ 、 これ に と もな う成 人病 で病 弱

が加 わ る。 す る とこの 弱 点 を衝 い て】市炎 と

か腸 炎 の よ うな殺 力 の つ よい感 染症 が容 赦

な く人間 を死 へ 送 りこん だ。数 え年 70歳 を

古稀 と して祝 った高嶺 の老 齢 期 は 、 い まや

す べ ての 人の もの とな ろ う と して い る。 寿

命 はの び たの だ 力S、今 日の科 学 を もって し

て も老 化 を阻止 す る こ とはで きな い し、 ま

た成 人病 の解 決 も容 易 で は な いの で 、長 生

きrまfれ ど も老病 弓弓化 は まぬ が れ な ▼ヽ。 け

れ ど も上 言己の殺 し屋 は制 圧 で きる よ うに な

型にはまった施設でなく老人たちが自

主的にクラブを構成、払い下げの市電

を改造 、老人同士の社交場を作ってい

る (大阪市城東区で)

日本 老 人 人 口 推 移 (1 9 6 5 - 2 0 1 5 )

老 人 人 口の推 移 (万人単位

年次 6 0オ 以上 人口 6 5オ 以_L人口 t  t i与豊

1965    953( 9 7)   618( 6 3)   15

1970   1104(10 6)    731( 7 0)   ltヽ

1975   1293(11 8)   872( 7 9)   1ト

1980   1465(12 6)  1028( 8 9)  2Ⅲ

1985   1676(13 9)  1150( 9 5)  2せ

1990   1962(15 9)   1308(10 5)  2品

1995   2254(17 6)  1538(12 0)  2ヽ す

2000   2493(18 9)  1769(13 4)  31

2005   2726(20 2)  1945(14 4)  34

2010   3041(22 2)  2108(15 4)  31

2015   3136(23 6)  2348(16 9)  41

日本の人 口予測
1 9 7 0 年か ら X 1 0 1 × 0、“、̀

10年 後資  1,106 0 9(卜 1、

50 〃      1,644 0 6111

70 ′′     2,006 0 49ヽ 1ト

100 〃      2,704 0 37!ヽ ニ

200 〃      7、 316 0 13,ヽ 〒

300 ア′    19,788 0 051“

が老 齢 期 とい う第

三 の 人生 を持 つ こ とに な った。 つ ま り老 齢

期 は まこ とに厳 しい人生 とやヽわね tゴな らない。

い ま 日本 に は若 い 人 口が あふ れ て い て 、

この 力 が高 い生 産 力 を発揮 して い る。 とこ

ろが3 0～4 0年 もす る と若 ↓ヽ力 の あ る人 回 は

減 り老病 弱 な老 人 が増力回す る。い ま6_5人 の

生 産 力 に富 む 人 口が老 人一 人 を支 えれ ば よ

いの が 、21村卦己に は い る と2. 5人 口で支 え な

けれ !ゴな らな い と▼ヽ う こ とに な る。 こ れ は

世 界 の どの国 も経 験 した こ との な い厳 しい

条件 で あ る。

産 業 高 度化 の パ イオエ ア で あ る英 国 は、

それ に よって得 た力 で半世 紀 前 に は七 つ の

海 に雄 飛 したが 、他 面 産 業 化 の きび しさ も

ま と もに うけ て 、 この ところ人 口老化 が 激

し く、 その脱 力化 は お お い え な い。 日本 が

老 大 国英 国 の道 よ りをお きび しい前 途 を も

って い る こ とを考 えね ば な らな い。

(大 阪 医科 大 学 教 授 )
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日本 WHO協 会 の新 春 記 念式 を京 都 ホテル で開 く

「健 康 と公害 Jを テーマ に近 畿 の 中学生 か ら作 文 寡“

197 1年 度世 界保 健 デー記 念 中央 大 会 を京 都 市 二 条批 立

園 で開催

○ は桜花 らんまんの二条城内

における記念中央大会の盛況

⑤ は 「糖尿病 にめげず」の主

題 を PRす る展示板

W H O 加  盟  国
1 3 1ヵ国 (うち准加盟 固 4ヵ 国… 表 中 ※の もの )

「
健
康

と
公
害

」
作

文
入
賞
者

の
授
賞
式

アフ ガニ スタン

ア ルバ ニア

ア ルジェ リア

ア ルゼ ンチ ン

オー ス トラ リア

オー ス ト )ア

※バー ライ ン

バ ルバ ドス

ベ ル ギー

ボ リビア

ブ ラブル

ブル ガ リア

ビルマ

ブル ンデ ィ

白 ロシア ・ソヴ ィエ ト

社会主義共和 国

カ ンボジア

カ メルー ン

カナ グ

中央 アフ リカ共和 国

セ イロ ン

チャ ド

チ リ

中国

ヨロ ン ビア

ヨ ンゴ(ブ ラザ ビル )

ヨ ン ゴ(レオ ポル ドビル )

ヨ スタ ・ サカ

キューバ

キブ ロ ス

チェ コスロバ キア

ダホ メ

デ ンマ ー ク

ドミニ カ

エ クア ドル

エタレ ・ サ ル タヾ ドル

エチ オ ピア

フ ィンラ ン ド

フ ラ ン ス

ガボ ン

ドイ ノヽ連 邦 共本田国

ガー ナ

ギ )シ ヤ

グア テマ ラ

ギニ ア

ギアナ

タヽ イチ

ホ ンジュ ラ ス

タヽ ンガ リー

ア イ スラ ン ド

イ ン ド

イ ン ドネ シア

イラ ン

イラ ク

ア イル ラ ン ド

イ スラエ ル

イ タ )ア

象オ海 岸

ブアマ イカ

日'本

ヨル ダン

ケニア

大韓 民 回

クエ イ ト

ラオ ス

レタヾ ノ ン

レツ ト

リベ リア

リビア

ル クセ ンブル ク

マ ダ ガ スカル

マ ラウ イ

マ レイ シア

マルデ ィブ諸 島

マ リ

マ ル タ

モー リタニ ア

モー リシヤ ス

メキ シ ヨ

モナ ヨ

モ ンゴル

A B C順 ( 1 9 7 1 年 1月 現 在 )

モ ロ ッ コ

ネパ ー タじ

オ ラ ンタ
｀

ニ ュー ジー ラ ン ド

ニ カ ラ グア

ニ ブェー ル

ナ イブェ リア

ノー ル ウエー

パ キ スタン

パ ナマ

パ ラ グワ イ

フ ィ )ビ ン

ポー ラ ン ド

ポル ト ガ ル

※ カ ター ル

ルー マ ニア

ル ワ ング

サ ウジ ・ア ラ ビア

セ ネ ガル

シェ ラ ・レネオ

シンガポー ル

ソマ サア

スペ イ ン

スー ダ ン

スエー ァ ン

スイ ス

シ )ア

タ イ

トー ヨ`――

卜 'ニ タ ッ ド ・ 卜″くr

チ ュ ニ ジア

ト,レコ

ウ ガ ング

ウ クライナ ・ツウ ィニ

社 会主 義 共 京:

南 ア フ )力 連 ■F共 和 :す

※南 ロー デ シア

南 イエー メ ン

ソヴ ィエ ト社 会主 義

共和 |」;≧チ「

タ ンザ ニア連 合共 和 t=

ア ラブ連 合共和 国

連 合 王 国 (英国 )

ア メ リカ合衆 回

Lヴ オ ル タ

ウル グワ イ

ヴエ ネ ズエ ラ

ヴ ェ トナ ム

西 サ モア

イエー メン

ユー ゴ スラ ビア

ザ ンビア

ま
醒
！



社 団法人 ・日本 WHO協 会定款 (城華 )

第 1章  名 称及び事務所

称 )

本会 は社団法 人 日本 WH O協 会 と

い つ。

所 )

本会は事務所 を京都市中京区鳥丸

通夷サ|1上ル 京 都商工会議所 ビル

四階に置 く。

本会は必要 に応 じ、理事会の議決

により東京その他必要の地 に支部

を置 くこと力て き`る。

支部 に関 し必要 な事項 は、理事会

で決める。

第 2章  目 的及び事業

白勺)

本会は、世界保健機関 (以下WH

Oと 略称す る)憲 章の精神 を普及

徹底 し、その事業の目的達成に協

力 し、もって我国及び海外諸国の

国民の健康増進に協力することを

目的 とす。

業 )

小会は前条の目的 を達成するため、

次の事業 を行 なう。
一、WHOの 事業 目的の国内への

宣伝普及並びにWHOが その

事業 目的達成に必要 とする援

助及び協力。

と、海外諸国における保健衛生関

係団体、関係諸機関並 びに個

人との連絡及び協力。

i、国内における保健衛生活動 に

貢献 している学術及び専門団

体相互間の協力の促進 と技術

援助

ri、

我国の保健衛生事業 に関す る

実状 及び政策の海外への紹介

ヽヽ
ヤ
H O関 係 出版物の刊行 及び

i司書の紹介 な らびに本会機関

攻 の発行

WH O及 び海外諸国 よ り我 国

に派遣 され る派遣団、留学生

及 びイ回入に対 す る便宜 の供与

及 び援助

海外諸国 における保健衛生事

業 に関す る資料の克集及 び調

査研究

官庁 及 び保健衛生関係団体 の

委言毛に よる調査

保健衛生用資材の国際需要 の

調査

ノ(、

十 、その他本会の 目的達成 に必要

な事業

第 3章 会  員

(会員及び入会手続 )

第 5条  本 会 は、本会の趣 旨に賛成 し、本

会の事業 に協 力す る者 をもって会

員 とす る。

2 本 会 に入会 しようとす る者 は、理

事 1名 以上 の推薦 によ り所定 の様

式 によって本会 に申 し出で会長 の

承認 を受 けなけ才Lば な らない。イ旦

し第 6条 第 4号 に規定す る名誉会

員 につ いてはこの限 りでない。

(会員の種類 )

第 6条  本 会の会員は次の四種 とし、民法

上 の社員 とす る。

一 、正 会 員 本会の活動 を積極的

に支持 し協 力す る個

人

二 、維持会員 維持会費 を負担す る

個 人又 は法 人

三 、特別会員 特別会費 を負担す る

個 人又 は法 人

四、名誉会員 本会 に特 に功労 の あ

った者又 は学識経験

者 で総会が推薦す る

者

(会 賛 の 額 )

第 7条  本 会の会員 は次 に掲 げ る会費 を、

71

宜 1条

,手 務

窮 2条

は 3条

t l

“ 4条

七 、

九 、

1日 以上 負担す るもの とす る=

但 し名誉会員 はこの限 りでない

一
、正 会 員 個 人 年額  1,OCll ii!

二 、維持会員 個 人 年額  2,00(1,li

法 人 年額  5,00(!:!

三 、特別会員 個 人 年額 10,00(|:!

法 人 年額 50,Ofll i:i

2 既 納 の会費 は理 由の如何 を問わ i

返還 しない。

~ | |‐
   _

▲ 日本 W H O協 会 (京 都 商 工 会 議 所 内

一音い W` ORLD HEALTH″  そ の他 外国資本十す

ほか 、 日本対 ガ ン協 会 、サ リ ドマ イ ド被害救 i占

会 か ら提供 の資料 を転 載 させ て い ただ きま した

また朝 日新 聞社 か ら と くに写 真 の提供 を受 け た

こ とを厚 く感謝 いた します。

目で 見 るWH O No4

発  行   日召 和  46 年  5 月

発 行 者  後 戻 日本 WHO協 会

京都市中京区鳥丸夷川上ル
T E L京 都 ( 0 7 5 ) 2 1 1  4 9 0 5

発行 人  中  野  種  一  郎

製 作  は い づ か 印 刷
京都市下 京 区花 屋町通西洞暁東入

TE L京 都 (0 7 5 ) 3 4 1 - 0 1 3 1 (代

Ｌ

」
●
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憲
　
主早
　
前
　
文

こ
の
憲
章

の
当
革
回
は
、
回
際
進
合
憲
章
に
従

い
、
次
の
諸
原
則
が
す
べ
て
の
人
民
の
幸
柄
と
円
満
な
関
係
と
安
全
の
基
礎
で
あ

る
こ
と
を
官
吉

す
る
。

健
康
と
は
、
完
全
な
肉
体
的
、
精
神
的
及
び
社
会
的
福
祉

の
状
態
で
あ
り
、
単
に
疾
病
又
は
病
弱
の
存
在
し
な

い
こ
と
で
は
な

い
。

到
達
し
う
る
最
高
基
準
の
健
康
を
享
有
す
る
こ
と
は
、
人
種
、
宗
教
、
政
治
的
信
念
又
は
経
済
的
も

し
く
は
社
会
的
条
件
の
差

別
な
し
に
万
人
の
有
す
る
基
本
的
権
利

の

一
で
あ
る
。

す
べ
て
の
人
民
の
健
康
は
、
平
和
と
安
全
を
達
成
す
る
基
礎
で
あ
り
、
個
人
と
国
家

の
完
全
な
協
力

に
依
存
す
る
。

あ
る
回
が
健
康

の
増
進
と
保
護
を
達
成
す
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
国
に
対
し
て
価
値
を
有
す
る
。

健
康

の
増
進
と
疾
病
特
に
伝
染
病

の
抑
制
が
諸
国
間
に
お

い
て
不
均
等
に
発
達
す
る
こ
と
は
、
共
通

の
危
険
で
あ
る
。

児
童

の
健
全
な
発
育
は
、
基
本
的
重
要
性
を
有
し
、
変
化
す
る
全
般
的
環
境

の
中
で
調
和
し
て
生
活
す
る
能
力
は
、
こ
の
よ
う

な
発
育
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
。

医
学
的
及
び
心
理
学
的
知
識
並
び
に
こ
れ
に
関
係

の
あ
る
知
識
の
思
恵
を
す
べ
て
の
人
民
に
及
ぼ
す

こ
と
は
、
健
康

の
完
全
な

達
成

の
た
め
に
欠
く
こ
と
が
で
き
な

い
も
の
で
あ
る
。

公
衆
が
精
通
し
た
意
見
を
持
ち
且

つ
積
極
的
に
協
力
す
る
こ
と
は
、
人
民
の
健
康
を
向
上
す
る
上
に
最
も
重
要

で
あ
る
。

各
国
政
府
は
、
自
国
民

の
健
康
に
関
し
て
責
任
を
有
し
、
こ
の
責
任
は
、
充
分
な
保
健
的
及
び
社
会

的
措
置
を
執
る
こ
と
に
よ

っ
て
の
み
果
す
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
原
則
竺
党
諾
し
て
、
且

つ
、す
べ
て
の
人
民

の
健
康
を
増
進
し
及
び
保
護
す
る
た
め
に
相
互

に
及
び
他

の
諸
国
と
協
力
す

る
目
的

で
、
締
約
国
は
、
こ
の
憲
章
に
同
意
し
、
且

つ
、
こ
こ
に
国
際
連
合
憲
章
第
五
十
七
条

の
条
項

の
範
囲
内

の
専
門
機
関
と
し

て
の
世
界
保
健
機
関
を
設
立
す
る
。


